西病棟チームカンファレンス記録
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　　　　司会者　宮澤　文子　　　記録者　中野　梢　
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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・職員のインフルエンザ予防接種のお知らせ。

日時：１１月１２日（月）、１３日（火）、１４日（水）の３日間

　　　　　　９：３０～１０：１５まで

接種日希望日の予約をお願いします。ＷＩＺの感染対策管理委員会に入っています。

期限は１０月１９日（金）までです。忘れずにお願いします。

・日用品発注について、ＳＧＭが不在の場合はＪＧＭに決裁をもらってください。また、どちらも不在の場合は、事前にＳＧＭから庶務の方へ連絡して決裁の依頼をしておくとの事なのでその時は庶務から決裁をしてもらい、日用品を受け取ってください。

＜患者様連絡事項＞

・木村　義重様～シンラック液処方。琲便状況の観察を行っていきましょう。

・若松　澄子様～本日、チェストの鍵を紛失したとの事でしたが、無事に見つかりました。今後紛失する事のないように、声掛けしています。

・清水　泰雅様～主治医と面談予定があります。

日時：１０月４日　１０：３０～

お母様が面談に来るため、連絡していますがまだ連絡がついていません。日勤帯で連絡お願いします。

・工藤　紘子様～本人から皮膚科診察希望されている事主治医へ報告しています。主治医より、皮膚科診察の必要はないとの事です。

＜食事について＞

・マヨネーズ、ドレッシング、からし　禁

・ヨーグルト、納豆、豆腐、魚介類、温野菜　のみ差し入れ許可

お父様から「これでは家にいた頃と変わらない。」との話しあり、主治医へ伝えた所、病院食に限定したいが、今のところ低栄養による身体状況の悪化を止める事が先決と判断し、そのために差し入れは食べるきっかけ作りであるとの説明あります。また、差し入れはこれ以上の要求は受けられない事、徐々に病院食に慣れていき差し入れも止めて行く予定である事本人へ伝えています。その事、電話連絡しお父様へ伝え了解されています。また、電話について家にかける分には良いが、友人へ何度も電話し迷惑になっていないかと心配されています。今後、何度も電話要求がある際は、控えられる分には控えるように促していきましょう。

・神代　達也様（４８）　東Ｄユニット→西Ａユニット　４０号室　転棟

アルコール依存症　　

主治医：田名部Ｄｒ　　担当スタッフ：宮澤Ｎｓ・音喜多Ｃｗ

食事形態：常食大盛（納豆・パン禁）

東病棟のスタッフや環境に慣れたからと話し、西病棟への転棟を拒否していましたが、主治医と話し合い、環境の変化に適応するまで時間がかかるため、西病棟へ移動してダメなら東病棟へ戻ると話し主治医了解し本日、移動しています。

ＳＳＴをおこなっていない為、導入検討が必要です。また、買い物カードを持っていない方なので、電話代についてはある程度かした代金がたまったら発注伝票に記入し医事へ持っていき精算して頂くようにしてください。

睡眠が不安定の方なので、睡眠状況の観察をしていきましょう。

＜末政ＰＳＷから＞

・急に言われたことへ戸惑い、対応できずに口調荒く話す事ありますがマイナスイメージや先入観を持たずに接して行くようにしてください。また、このような事がある為、検査や、プログラム等何事も事前に知らせておくようにしてください。目先の事を事前に伝えておくとスムーズに行なう事ができる方です。まだ、病棟の変化に慣れていない為、分からない事はその都度聞くと話していますので、一つ一つ説明をしていくようにしましょう。また、人と話すと落ち着くと話している為、訴えは傾聴して対応してくださいとの事です。

＜定期薬変更者＞

・八森　正様～ジプレキサ(5)　(精神神経用剤)　止め

エビリファイ(6)　(精神神経用剤)　追加処方

精神症状の観察をしていきましょう。

・寺地　利代子様～セロクエル(25)　(精神神経用剤)　２Ｔ→　セロクエル(100)　１Ｔ　減薬

リスパダール(1)　(精神神経用剤)　２Ｔ　止め

本人からの訴えを傾聴しながら、精神症状の観察をしていきましょう。

・中川原　義雄様～バチール(100)　(精神神経用剤)　２Ｔ　止め

精神症状の観察をしていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・春本　司郎様　八森　正様　清水　進様～全身掻痒感の訴えあり、タベジール(抗ヒスタミン剤)継続処方。皮膚状況の観察していきましょう。

・小笠原　禮子様～両足、爪白癬の為、ケルガー(125)　(その他の科学療法剤)　1×朝　７日分処方。以後定期となります。

・新井　圭次様～治癒した為、皮膚科終了しています。軟膏止め。

＜ＳＳＴ＞

・Ａグループ～蝦夷森様が積極的に発言する事により、雰囲気良く行なう事できています。泰雅様・康子様が自己評価が低く他者から評価されています。

・Ｂグループ～ほとんどの方が目標に近づく事できています。できている部分も各自、認識しているので次回の目標へつなげること促しています。

・Ｃグループ～雰囲気良く行なっています。短期目標では、「できた・できない」だけでなく、なぜできず今後どうしたら良いかを具体的に振り返っています。

・Ｄグループ～ネガティブに自己評価される方が多かったため、出来ている点を皆様に挙げて頂きました。良かった点を挙げていただく事で「そういえばできていた。」と思い出される方もいました。松橋様は、参加拒否されたため、個別でおこなっています。

・Ｅグループ～静かな雰囲気で行っています。春本様からのリクエストで「リフレッシュ体操」を行っています。目標の評価では、殆んどの方が覚えていました。八森様が「できている」と話すも５０点で評価していますが、他者からの評価で＋３０点となっています。居眠りなく行なう事できています。

・Ａユニット～体調不良の訴えあり、自室にて行っています。面会時、家族と会話出来たと話され、７０点と評価しています。自身の気持ち話す事でき評価しています。

